
福井県の「子年生まれ」の人口 ― 令和 2 年 新年にちなんで ― 

Ｒ１．１２．２６       福井県地域戦略部統計情報課 

 

県では、新年を迎えるに当たり、令和２年１月１日における県内の「子年生まれ」の人口

を推計しました。 

 

【福井県の子年生まれは６５,３００人】 
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※今回の人口推計は平成 27 年国勢調査の結果を基に推計したものである。 

   ※「年齢不詳」人口は、男女別年齢別人口に比例按分している。 

※数値は百人単位に四捨五入しているため、個々の数値と合計は必ずしも一致しない。 

※図表中の年齢は、令和２年に誕生日を迎えた時の年齢を表記している。 

※「全国の子年生まれ」の人口は、総務省統計局ホームページで公表予定 http://www.stat.go.jp/ 

・令和２年１月１日の「子年生まれ」の人口は６５，３００人で、県総人口（７６６,７００人）に占

める割合は８.５％となっており、十二支別にみると、子年生まれが３位となっている。 

・男女別にみると、男性は３１,７００人、女性は３３,６００人で、女性が男性より１,９００人多い。 

・出生年別にみると、昭和２３年生まれ（令和２年に７２歳になる人）が 1４,４00 人で最も多い。 

図１ 十二支別人口（推計） 

 

 

図２ 出生年別子年生まれの人口（推計） 

 



 

＜参考＞各年における主な出来事 

西暦 和暦 主な出来事 

1924 年 大正13年 ・皇太子裕仁親王（昭和天皇）御成婚 

・阪神甲子園球場竣工 

1936 年 昭和11年 ・二．二六事件の発生 

・ベルリンオリンピックで女子水泳の前畑秀子が日本人女性初の金メダル 

1948 年 昭和23年 ・福井地震の発生【県】 

・国民の祝日に関する法律の公布・施行 

1960 年 昭和35年 ・テレビのカラー放送開始 

・越美北線 福井・勝原間開通【県】 

1972 年 昭和47年 ・国鉄三国線（金津・芦原間）の廃線および国鉄金津駅を芦原温泉駅に改称【県】 

・沖縄の日本復帰 

1984 年 昭和59年 ・記録的豪雪災害の発生（五九豪雪）【県】 

・オーストラリアから日本の動物園にコアラ６頭が初めて贈られ、飼育開始 

1996 年 平成 8 年 ・「海の日」が祝日化 

・原爆ドームおよび厳島神社が世界遺産に登録 

2008 年 平成20年 ・後期高齢者医療制度施行 

・アメリカの大手証券会社・投資銀行であるリーマン・ブラザーズが経営破綻し、世界規
模の金融危機が発生（リーマン・ショック） 

 

 


